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3D設計技術を活⽤したコンセプトデザインの開発について

Development of concept design by utilizing 3D 
design technology

⽇本郵船株式会社 ⼯務グループ
プロジェクトエンジニアリングチーム
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プロジェクトエンジニアリングチーム設⽴
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いわゆる「伝統的な船会社の技術部⾨」
から脱却しレベルアップを図る

100年に
1度の⼤波

 EXの波︓アンモニア、⽔素、バッテリーなどの燃料転換。
洋上⾵⼒発電、新燃料など新たなサプライチェーン構築。

 DXの波︓運航・機器情報、⾃律運航、有機的に結び付ける
システムインテグレーション。

 速やかに試設計、蓋然性を評価し、事業化に繋げていく必要性

⼭本 泰 ⼯務G⻑
2021/8/27付け

業界紙より

コンセプト開発
概念/FS設計

FEED
(基本設計)

EPC
(設計/調達/建造)

改造⼯事 船舶管理

2021年10⽉1⽇ プロジェクトエンジニアリングチーム新設

 船社発のエンジニアリング部隊
 新規事業のフィジビリティスタディ段階でのコンセプト開発や評価を担うチーム
 初期設計（ある程度の）を⾃前で実施
 顧客、造船所、メーカーとより⾼いレベルでの議論を可能にする
 NYKからコンセプトを発信し、海事業界の議論を加速させていく
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NYKのアンモニア関連事業への取り組み
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案件名 パートナー 本船イメージ 進捗

AF-Tug
(Ammonia-fueled Tug)
アンモニア焚きタグボート

2022年7⽉ AiP取得
2024年 竣⼯予定

AF-AGC
(Ammonia-fueled Ammonia Gas
Carrier)
アンモニア焚きアンモニア専⽤輸送船

2022年9⽉ AiP取得
2026年 竣⼯予定

A-FSRB
(Ammonia Floating Storage
Regasification Barge)
アンモニア浮体式貯蔵バージ

2022年8⽉ 共同開発契約

ABV
(Ammonia Bunkering Vessel)
アンモニア燃料供給船

2022年9⽉ AiP取得

ARLFV
(Ammonia-fuel Ready LNG-Fueled 
Vessel)
アンモニアレディLNG燃料船

2022年3⽉ PCC/BC開発
2022年11⽉ VLCC/BC開発

G
I基
⾦

コンセプト開発を、船社単独や造船所/エンジ会社との協業で実施中
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3D設計技術を活⽤したコンセプトデザインの開発事例①
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アンモニアバンカリング船の開発 / 開発体制
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 AiP認証(図⾯承認及びリスク評価)
 認証過程での3Dモデル活⽤

 開発主導
プロジェクトエンジニアリングチーム
＆海務、営業（三位⼀体）

 3Dモデル上での設計
→2D図は⾃動作成/更新

 船型組成、区画定義
 初期トリム、復原性、縦強度計算

 交通装置、配管装置
 危険場所、安全設備

NAPA/CADMATIC連携

３Dモデルによる開発・AiP承認スキームを試⾏
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アンモニアバンカリング船の開発 / 3Dモデル上での設計
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船型開発
Preliminary GA

交通装置/区画配置 配管装置配置
危険場所・

安全設備・消⽕設備
等艤装品配置

配置の微調整
提出⽤GA

詳細検討前の区画配置及びマニホールドアレンジ
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アンモニアバンカリング船の開発 / 3Dモデル上での設計
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船型開発
Preliminary GA

交通装置/区画配置 配管装置配置
危険場所・

安全設備・消⽕設備
等艤装品配置

配置の微調整
提出⽤GA

危険場所等をラフ検討しつつ、区画サイズ及び概略アレンジを仮決め。
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アンモニアバンカリング船の開発 / 3Dモデル上での設計
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船型開発
Preliminary GA

交通装置/区画配置 配管装置配置
危険場所・

安全設備・消⽕設備
等艤装品配置

配置の微調整
提出⽤GA

配管系統を作成し、その情報をもとに⼤まかな配管ルーティングを実施
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アンモニアバンカリング船の開発 / 3Dモデル上での設計

12

船型開発
Preliminary GA

交通装置/区画配置 配管装置配置
危険場所・

安全設備・消⽕設備
等艤装品配置

配置の微調整
提出⽤GA

危険場所や安全設備を描画し、区画配置の妥当性の確認
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アンモニアバンカリング船の開発 / 3Dモデル上での設計
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船型開発
Preliminary GA

交通装置/区画配置 配管装置配置
危険場所・

安全設備・消⽕設備
等艤装品配置

配置の微調整
提出⽤GA

各図⾯における要求事項の整合性の確認及び微調整の実施



© 2021. NYK Group. All rights reserved.

アンモニアバンカリング船の開発 / eShare
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 バルブや機器単位で連携。従来2D図以上の設計理解・深度化に⼤いに活⽤

CADMATIC eShareにより、３Dモデル-2D図がリンクし、情報を⼀元管理
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アンモニアバンカリング船の開発 / リスク評価(HAZID)
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 eShare画⾯と、リスク評価⽤のワークシートを、２画⾯で表⽰

 議論に応じて、3Dモデル/2D図を適宜表⽰しながら、リスク評価を進⾏

リスク評価の際には、eShare(３Dモデル/2D図）を活⽤しながら実施
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アンモニアバンカリング船の開発 / 3Dモデルの評価、感想
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Class NK
「HAZID前は本当に3Dモデルが役⽴つのか懐疑的であった。2D図⾯を⾒ればいい。
でも実際には設備や安全区画等の議論で⼤いに役⽴つ｣

「参加者全員が同じ場⾯を共有した上での議論は⾮常に有効｣

NYK
「顧客、パートナーとの会話に効果的｣

「eShareについては設計理解（教材）としても活⽤できそう｣

「FEEDなどの次⼯程への活⽤に期待（課題）｣

コンセプト段階での3D設計/活⽤に⼗分⽬途

コンセプト開発
概念/FS設計

FEED
(基本設計)

EPC
(設計/調達/建造)

改造⼯事 船舶管理
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3D設計技術を活⽤したコンセプトデザインの開発事例②
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 NYK, 株式会社MTI、およびElomatic Oyとの共同開発。
 アンモニア燃料船に効率的に改造・転換することが可能なアンモニアReady LNG

燃料船のコンセプト設計を実施、完了。

⾃動⾞運搬船 Post Panamax-BC VLCC Cape size BC

アンモニアレディLNG燃料船の開発
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NYK Super Eco Ship 2050実現に向けて
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フロントローディング設計合理化

シミュレーション活⽤デジタルツイン

LNG燃料船 FGSSシミュレーション

バッテリーハイブリッド推進システム最適設計

電化システムインテグレーション

ゼロエミ燃料の適⽤に加えて、燃料の使⽤量そのものの削減も重要。
様々な関連技術の合わせ技で、課題に向かっていく必要がある。
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まとめ

21

 3Dツールの活⽤で船社でも開発のしやすい環境

 国内造船所、設計会社、メーカとの3Dデータに基づいた連携に期待

 海事産業におけるエンジニアリングの先進化・⾼度化へ

開発・設計 ︓フロントローディング型へ
改造案件 ︓３Dスキャンも活⽤した改造⼯事検討、実⾏
船舶管理 ︓メンテナンス分野や不具合情報FBへの利活⽤

コンセプト開発
概念/FS設計

FEED
(基本設計)

EPC
(設計/調達/建造)

改造⼯事 船舶管理

3Dツール活⽤による⽇本海事業界全体の強靭化、競争⼒強化へ

NYKは、今後も更にコンセプト開発や、建造、船舶管理へ適⽤を広げる事で、
3Dデータの活⽤機会を最⼤化することを⽬指す
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